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修リ Eヨ

1 本書は、富山市若竹町・森田地内に所在する若竹町遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、富山市教育委員会生涯学習謀が事業主体である（仮称）熊野コミュニテイセンター（公

民館）建設工事に伴うものである。富山市教育委員会生涯学習課の委託を受けた有限会社毛野考

古学研究所富山支所が発掘調査を実施し、富山市教育委員会埋蔵文化財センターが監理を行った。

3 発掘調査・整理調査期間及び発掘調査面積・調査担当者は、次のとおりである。

調査期間：現地調査平成 26 年 8 月 18 日～平成 26 年 8 月 30 日

整理調査平成 26 年 9 月 1 日～平成 27 年 3 月 16 日

調査面積： 109ぱ

監理担当者．富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 小松博幸

調査担当者・有限会社毛野考古学研究所土生朗治常深尚

4 現地調査において、熊野公民館の協力を得た。

5 自然科学分析はパリノ ・サーヴェイ株式会社に委託し、その成果を第N章に掲載した0

6 出土品及び原図 ・写真類は、富山市教育委員会が保管している 。

7 本喜の執筆は、第 I ｷ II 章を小松、第ill·V 章を土生が行い、編集は常深が担当した。

凡例

1 方位は座標北、水平水準は海抜で、ある。

2 公共座標は平面直角座標、世界測地系（第四系）を使用し、南北を X軸、東西を Y軸とした。

3 遺跡・遺構の表記は以下の記号を用いた。

WT  C ：若竹町遺跡

s D ：溝 S I ：竪穴建物 s K ・士坑 SP ：ピット

4 土層・遺物の色調は『新版標準土色帖』（小山正忠 ・ 竹原秀雄著 財団法人日本色彩研究所）を

使用した。
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第 I 章調査の経過

第 1 節調査に至る経緯

若竹町遺跡は、昭和 63 ～平成 3 年度に富山市教育委員会（以下、市教委）が実施した市内遺跡分

布調査で確認した遺跡である。平成 5 年度市教委発行の『富山市遺跡地図（改訂版）』 に「若竹町遺跡」

として登載し、周知の埋蔵文化財包蔵地（市地201527）として取り扱うこととなった。平成 25年度の『富

山市遺跡地図J 改訂にあたり、遺跡番号を市 2010684 と変更した。 平成 19 年度に個人住宅建設に伴

う本発掘調査、平成 10 ・ 17 . 19 . 20 ・ 25 年度に住宅建設等に伴う試掘調査等を行っている 。 現在の

遺跡面積は約 77,000ぱで、種別は集落である 。

平成 25 年 7 月 2 日、市教委生涯学習課から当該地において、（仮称）熊野コミュニティセンター（公

民館）の建設について協議があった。工事予定地は、全域が遺跡範囲に含まれていたため、平成 25

年 9 月 24 日～ 25 日に 2,000ぱを対象に市教委埋蔵文化財センターが試掘調査を実施したところ、縄

文時代や古墳時代を中心とする遺構・遺物を検出し、 500rrl に遺跡の所在を確認した。 試掘調査結果

に基づき、生涯学習課と遺跡、の保護措置について協議を行ったところ、遺跡、の損壊を免れない擁壁設

置部分 109rrl を対象に本発掘調査を行い、記録保存することとした。

平成 25 年 9 月 5 日付けで文化財保護法 94 条第 1 項の規定による、「埋蔵文化財発掘の通知」の提

出を受け、同年 9 月 11 日付け埋文第 254 号で富山県教育委員会（以下、県教委）へ副申した。

文化財保護法 99 条第 l 項の規定による「埋蔵文化財発掘調査の報告」は、平成 26 年 8 月 20 日付

け 25 埋文第 254 号により市教委から県教委へ提出した。

第 2 節 発掘調査及び整理調査の経緯

本発掘調査は、有限会社毛野考古学研究所 富山支所（以下、毛野考古学研究所）が生涯学習課か

ら受託し、埋蔵文化財センターが監理を行った。発掘調査地の表土掘削はパックホウを用いて行い、

排土は調査区外の敷地内に横置きした。 表土除去後、平成 26 年 8 月 18 日から人力による遺物包含層

掘削・遺構検出作業を開始し、並行して図面作成・遺物洗浄等を行った。 同年 8 月 30 日に現地調査

を完了し、調査地を引き渡した。

整理調査は現地調査終了後、引き続き毛野考古学研究所が行い、出土品の実測・復元・写真撮影・

自然科学分析等を行った。 並行して発掘調査報告書を作成し、平成 27 年 3 月 16 日に完了した。

－－崎帽亀、4ミ』

～、‘～.Q.，’

第 1 図
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第 E章遺跡の位置と環境

第 1 節地理的環境

富山県の平野部は、北が低く南が高く なるという地勢を示し、富山市は富山県のほぼ中央部に位置

する。富山市の地勢は大まかに富山湾に面した平野部と南部の山間部に大別され、北は富山湾、東は

北アルプス、南は飛騨高地、西は正陵性山地に固まれている。山間部から富山湾へ流れ下る神通川・

常願寺川とその支流が形成した扇状地や低位面・氾濫平野の発達が顕著で、ある。海抜 Om の富山湾か

ら標高 3,000m 級の高山地帯まで変化に富み、 東西約 6lkm ·南北約 44km ·海岸線約 12kmで、ある 。

若竹町遺跡は、富山市中心部から南へ約 6kmの富山市若竹町 ・悪王寺・森田・ 吉岡地内に位置する 。

本遺跡は、神通川支流熊野川の右岸の扇状地上にある。 標高は約 36 ～ 39mで、 地勢は平坦で、あ り湧

水が豊富にあった。 以前は林崎・ 上栄 ・ 経力 ・ 石田に沢流れがあり濯概用水に用いるなど水源を確保

しやすい土地柄だ、ったが、現在、沢流れは殆どなくなっている。熊野川は、大山地域の西笠山に発し

東福沢から平野部へと流れ出て、富山市有沢橋上流で神通川に合流し、総延長は約 59km で流域には

遺跡が多くある。

地名の悪王寺は、古い絵馬やのぼり旗に悪王子と記されており 、明治元年に子を寺に変えたと伝え

られている（中村 1963）。

第 2節歴史的環境

今回の調査地周辺には、 縄文時代から近世までの遺跡が所在し、時代により分布の数や範囲に偏 り

が見られる。

本遺跡では、平成 19 年度に今回の調査地の北西約 250 mで、個人住宅の建設に伴う本発掘調査 （275

ぱ）を行っている 。 出土遺物は、 縄文土器 （晩期）・弥生土器 （後期）・古墳時代前期の土師器・平安

時代の須恵器・土師器・鎌倉時代の土師器である。遺構は、弥生時代後期の竪穴建物 ・ 平安時代の竪

穴建物・掘立柱建物跡 ・ 鎌倉時代の掘立柱建物跡である（富山市教委 2008） 。

周辺の縄文時代の遺跡は、 吉岡遺跡、 悪王寺遺跡、任海宮田遺跡などである。吉岡遺跡では、 石組

炉・配石等を検出し、石組炉の周囲には遺物が密集していたが、柱穴や掘り込み等は存在しなかった

（富山市教委 2002） 。

弥生時代では、 吉岡遺跡、 黒瀬大屋遺跡などがあり、吉岡遺跡では穴から弥生土器が出土している

が、同時代の遺跡は希薄な状況である。

古墳時代では、任海宮田遺跡、上新保遺跡で少量の資料が得られているが、 弥生時代同様に遺跡は

希薄な状況である。

古代では、任海宮田遺跡、吉倉B遺跡、友杉遺跡、吉岡遺跡、経力遺跡、上新保遺跡などがあ り 、

低地の扇状地にも集落遺跡が増加し始め、積極的な土地利用が進んでいるこ とが分かる。 任海宮田遺

跡を中心とする新保地区周辺の遺跡では、多 くの竪穴建物や掘立柱建物跡とともに、「城長」「観音寺」

「寺」等の墨書土器やメノウ製帯飾り等が出土しており、寺院や官街等の公的施設が存在した可能性

がある（（財）富山県文化振興財団 2006 ・ 2007 ・ 2008） 。吉岡遺跡や経力遺跡、 上新保遺跡では竪穴建

物や畑跡を多数検出し、大規模な集落が存在したと考えられる（富山市教委 1996 ・ 2000 ・ 2002）。一

帯は発掘調査の成果等から 7 世紀後半～ 8 世紀代に小規模な集落が出現し、 9 ～ 10 世紀前半に最盛

内
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期を迎え、 10 世紀後半から 11 世紀には一時衰退する。

中世になると 、 12 世紀後半から再び周辺の開発が始まり集落が広がりだ したと考えられる。新保

地区は、寿永 3 年 (1 184）に源頼朝が御厨などでの武士の狼籍を禁じた記録がある、『賀茂別雷神社

文書』にみえる 「賀茂社領越中国新保御厨」の比定地候補のーっとされる。神保御厨は、永徳 2 年 （ 1490)

まで賀茂神社と関係があったとされている。また、 中世に起源を求められる城跡、寺跡、豪族の館跡

などの遺跡も多く分布し、本遺跡南方の上熊野城跡では神明社境内に土塁や堀の一部を確認している。

（富山県埋文 2006）。北西には、中世の豪族・峰川氏の峰川館跡があり、文化年間（1804 ～ 1818）に富

山藩士の安達淳直 ・直章の作成とされる「峰川館跡之図」が残っている。館跡には菩提寺とされる

最勝寺（曹洞宗）が現存する。布市には、城跡は確認されていないが康永 3 年 (1344）に越中守護と

なった桃井直常が、観応の擾乱で一時本拠地とした布市城が在ったとの伝承が残されており、上新

保に在住する桃井家はその末高という。布市にある興国寺（臨済宗）は興国 6 年 (1345）直常開基を

伝え、周辺には中世寺社七宮七寺があったと伝えられている。

調査地の東方には、中世に遡る飛騨街道が存在した。主要幹線である飛騨街道は飛川往来・飛州街

道と呼ばれ、 富山 小泉布市小黒坂本笹津の道程で小泉から布市の聞は小泉大町下堀

上堀 布市となり、布市から笹津までは布市往来・布市道と呼ばれていた。

@ 

富山湾

~ お戸：

凡例

瞳圏 台 地 （段£i )

仁コ扇 状 地

仁コ氾濫平野 ・海岸平野

区ヨ砂 E: 

~山地
ゴ 「

｜日河 Jll

~－ 
5 

第 2 図 富山平野の地形分類概略図 （ 1 / 200,000) 
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1 若竹町遺跡

6 上熊野城跡

11任海宮田遺跡

16上新保遺跡

2 悪王寺遺跡

7辰尾遺跡

12友杉遺跡

17布市北遺跡

3 吉岡遺跡

8宮保遺跡

13峰JI ！館跡

18二俣遺跡

4経力遺跡

9下熊野遺跡

14黒崎種目遺跡

19石田遺跡

第 3 図 若竹町遺跡周辺の遺跡分布図（ 1 / 30,000) 
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5 上熊野遺跡

10吉倉B遺跡

15黒瀬大屋遺跡

20布市遺跡



第E章調査の概要

第 1 節調査の方法

発掘調査は表土除去後、人力による遺物包含層の掘削を行った。包含層出土遺物の取上げ後に、ジョ

レン等を使い人力による遺構検出作業を実施し、竪穴建物・土坑・溝・ピットを検出した。

遺構の掘削は土層観察ベルトを設け、手掘り作業によって慎重に行った。出土遺物は原位置に残し、

土層観察ベルトによる分層状況と対比しながら、出土層位と平面位置・高さを記録して取り上げた。

遺構の測量は調査区周辺に基準点を設置し、電子平板測量にて実施した（縮尺 1/20）。断面図は手

実測で、行った（縮尺 1120）。

遺構の写真撮影は 35mm判フィルムカメラ（白黒・カラーネガ） ·6 × 7 判フィルムカメラ（白黒・カラー

リバーサル）を使用した。遺物写真はデジタル 1 眼レフカメラ（有効画素数 2410 万画素）で撮影した。

遺構調査に伴って採取した炭化物については、放射性炭素年代測定を行った。

整理調査は出土遺物の洗浄・注記後に、写真撮影・実測を行った。注記は手書きにて行い、「WTC

SKOl No. 01」 のように記した。その後、遺構図・遺物実測図・報告書作成ともに Adobe⑧Criative

Suite⑧でデジタルトレース・編集等を実施し、印刷所には PDF 型式（X-la; 2001) で入稿した。

第 2節基本層序

調査区の層序は、 I 層が厚さ 50 ～ 60cm

のにぶい褐色土（7.5YR6/3）で、 I 層の上

部は現代の畑耕作土となっている 。

E 層は厚さ約 20cmのややシルト質の褐

灰色土層 (lOYR4/l）で炭化物粒を少量含

んでいる。本調査区内の E層では遺物があ

まり出土していないが、試掘調査では近世

の陶器が出土しており、近世以降の時期の

遺物包含層になるとみられる。

E層は黄褐色砂質土 (lOYR5/6）の地山

層で、 E層上面が古代の遺構の確認面と

なっている。調査区の南部では 、 E層の下

に拳大の大きさの円牒層がみられた。

N層の円磯層は、 調査区の南部の溝 S

D 05 の断面で明瞭に観察できたが、この

地点では厚さ 40cm 以上あった。 N層は調

査区東部の溝 S D 01 の底面でも観察され、

円瞭層はE層の地山層の下に一定の範囲は

広がっているとみられる。

- 5 ー

40.0m 

II 

III 

39. Om-

N 

第 4 図 基本層序 (1 /20)
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第 5 図遺構全体図
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第 3節遺構

竪穴建物 3 棟、溝 5 条、土坑 2 基、ピット 34 基、畑跡を検出した。調査区の南端は東西方向に延

びる現代の撹乱を確認した。発掘調査に先立つ試掘調査では、発掘調査対象地の西側で古墳時代前期

の土師器を伴う竪穴建物（試） S I 01 を検出した（6 号トレンチ、第 5 図）。また 7 号トレンチでは縄

文土器の出土があり、発掘調査の竪穴建物 S I 03 に伴う可能性がある 。

1 竪穴建物

S I 01 （第 6 図）

東側調査区の南部 X69985 ～ 69987、 Y4858 ～ 4860 で検出した。南北 2.65m 以上、東西 0.92m 以上

で、 i~~ さ 18cmを測る。主軸方位は N -2ー -E となる。竪穴建物の北西隅部と北壁の一部及び、酉壁

が直線的に延びている状況を確認し、方形基調の竪穴建物の一部と判断した。西壁際に小溝があり壁

溝と見られる。壁溝は途切れながら北西隅部でやや幅広の掘り方として確認した。しかし、北壁際の

地点では倒木痕の影響と思われる自然陳層からの浮き上がり礁の堆積があり、壁・壁溝も一部壊され

ている。覆土は炭化物粒を少量含んだ灰褐色土を主体とする。底面は覆土と比較して含有物が少なく

僅かに締まりがある面が連続的に捉えられ、床面と判断した。床下の掘り方は、深さ約 5cmあり炭化

物を少量含んだややシルト質の粘性のある黒褐色土であった。出土遺物は少なく、床上から出土した

ものはなく、覆土から須恵器杯（A）の口縁部小片が僅かに出土した。竪穴建物の時期は 8 世紀前半か

ら 9 世紀前半頃と推測する。

ベ、、、

Z『ミコー＋一一 ~~'iJ_'/;[y~ 
SI01 

ζ三三三三三歪

S I 02 （第 7 図）

ベ’
＼、、

土 38.SOm

SIOl土居

l 灰褐色ンルト n土（炭化物粒 齢化粒極少量締りあり 粘性ゃゃあり ）

2 灰制色土（にAい制色砂目立フロ Y ク中～多量）
3 盟l<J色土（炭化物粒少量、 締りあり 、 名目性あり ）

A’ 

。 (1/6J) 2m  

第 6図竪穴建物 SI01

南側調査区の中央部の X69980 ～ 69981 、 Y4848 ～ 4852 で検出した。南北 0.52m 主上、東西 3.12m

以上で、深さ llcmを測る。南側壁と南西隅部、西壁の一部のみ検出したが竪穴建物の大半は調査区

の北側に延びている。南東隅部は S K 0 1 に切り込まれているため残存していない。 主軸方位はN-

100 E となる。床面は褐色の砂質土で、地山に非常に近い土質でほとんど掘り方をもたない。床面

で南西隅寄りに径 20cm、深さ 20cmの小ピットを検出した。覆土は炭化物粒を少量含んだ暗褐色土が

主体で、壁際にやや軟らかい黒褐色土が堆積する。 出土遺物は、覆土から須恵器杯（B）の底部片、須

恵器蓋の小片が少量出土した。竪穴建物の時期は 8 世紀後半から 9 世紀前半と推測する。

- 7 -



調査区外
A 

SI02 
一二戸二干

S I 03 （第 8 図）

A’ 

SKOl 

土 38.8恥

2 3 TI 

S I 02土届

1 時褐色土 （炭化物生費、酸化粒中畳 締りあり 粘性な し）

2 黒褐色土 （灰褐色砂耳土小ブロ Y ク少量、やや軟らかい）

A’ 

1 2 

3 黒褐色士（黒褐色土中～大ブロック主体 締りあり 、粘性弱い）

。 (1/60) 2m  

第 7 図竪穴建物 SI02

調査区の北東部 X70005 ～ 70009、 Y4865 ～ 4867 で検出した。南北 2.37m 以上、東西 l.13m 以上

で、深さ 15cmを測る。竪穴建物の大半は調査区外にあるが、南西隅部と南壁・西壁の一部を検出した。

SD 06 ・ 09 ・ S p 23 よりも古い。壁は直線的で、、南西隅部は直角に折れており、方形の竪穴建物に

なる と思われる。 主軸方位は N -10ー -E となる。床面は褐色の砂質土で、地山に非常に近い土質で

ほとんど掘り方をもっていない。壁際には 3 箇所小ピットがあり、その中で南壁際の S p 37 から縄

文土器の小片が出土しており建物に伴うピットと判断した。 S p 37 は径 24 ～ 30cm深さ 21cmで、ある。

覆土は炭化物粒を少量含んだ暗褐色土が主体で、壁際にやや軟らかい黒褐色土が堆積する。遺物は、

南壁寄りの床面上から縄文土器深鉢破片や磨石が出土した。竪穴建物の時期は縄文時代後期である。

ヲ乙~ 調査区外

p、

。

F入

_!.__. 38.BOm 

SI03土層

1 掲色土 （寸、間色酸化士小プロ y ク中～多量、 締りあり
粘性弱い、粘↑生弱い、 縄文j器片含む）

。

第 8 図竪穴建物 SI03
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2 土坑

S K01 （第 9 図）

調査区の南部 X69979 ～ 69981 、 Y485 1 ～ 4853 で検出した。 長軸 l.43m 以上、短軸 l.33m 以上で、

深さ 18cm を測る。長軸方位は N -43ー -E となる。 S I 02 の南東間部を切り込んで掘られている 。

2 段の掘り込み形状であり、内側の深く下がる穴は、長軸 0.83m 以上、短軸 0.80m 以上で、 覆土中

には上層と下層に厚さ 0.7cm～ l.Ocmの軟らかい炭化物層を検出した。 外側の浅く大きな穴は、底面に

樹木の根の跡のような穴が複数聞くことから、一部倒木痕のような自然の営力が加わっていると考え

る 。 遺物は内側の深い穴から外側の浅い穴にかけて覆土全体から出土した。土師器の椀 ・ 蓋、須恵器

の杯（A）・斐などがあり、いずれも完形に復元できない破片が覆土中に散在した状態で出土した。土

坑の時期は 9 世紀後半代と推測する。

A 
調査区外

A’ 

9 

_!:__ 38.5伽 A’ 

7 

S K02 （第 10 図）

SKOi 土用

1 植時間色土（炭化物恢小ブロック極ぅレ£ . 締りあり 、 粘性あり）

2 日吉褐色土 （齢化土小プロ y ク 粒中hl . 締りあり 粘性ゃゃあり）

3 R色土 (If,! さ 7 ～ !Ommの炭化物府 、 軟らかい）

4 ＂＂＇品色一L （灰褐色砂白土小プロ y ク多孟締りあり 枯性問い）
5 悩色時！~土（締りあり 、 枯性なし）

6 単位土 （厚さ 7 ～ 1 0 酬の農化物問、 軟らかい）

7 極u；；褐色土（相包砂質土小～中プロ y ク多量 最化物粒極少量、 締りあり 、 粘性やゃあり）
8 極時褐色 （褐色砂民土小フロックヂi辻、 民化物粒梅少j昔、 締りあり 、 粘性やゃあり）

。 ( 1 /4~ ） 

第 9 図土坑 SK01

2m  

調査区の南西部 X69980 ～ 69981 、 Y4843 ～ 4845 で検出した。 東西 l.66m 以上、短軸 0.44m 以上で、

深さ lOcm を測る。 S D 05 より古い。底面が平担で、底面には厚さ 0.5cm程の水平な褐色土が堆積する 。

覆土は締まりのある褐灰色砂質土を主体とする。出土遺物はなく、帰属時期は不明で、ある。

A 
調査区外

A’ 

_!:__. 38.40m 
A’ 

3 1 4 

SK01土居

1 褐灰色士（明褐灰色砂質土小 ー 中プロック中量、締りあり 、 粘性弱い）
2 灰褐色土（灰褐色砂質土主体、褐灰色土小プロック少量、やや締りあり、粘性なし）
3 灰褐色土（灰褐色砂質土主体、やや締りあり、粘性な し）
4 にぷい褐色土（厚さ omm程のにぷい褐色土層、やや締りあり、粘性弱い）

5 褐灰色土 ｛灰褐色砂質土少量、締りあり、粘性やゃあり）

。

第 10図土坑 SK02
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3 溝

s 001 （第 11 図）

X69990 ～ 69994、 Y4858 ～ 4862 で検出した。長さ 3.45m 以上、幅 l.80m で、深さ 45cmを測る。長

軸方位はN -58ー -E となる。断面形は中央部がやや深くなる船底状で、 北西方向は調査区外へ延び

るが、南西端部は緩やかに立ち上がりながら調査区内で途切れる。覆土は炭化物粒を少量含む黒褐色

土を主体としており、下層から土師器室の破片が自然礁とともに出土した。底面には自然蝶層が露出

していた。溝の時期は古墳時代後期と推測する 。

調査区外
A’ 土 39. 10m A' 

A 

o 0 Do守·'Do。
.。

SD01 

＿，＿~戸々／／

SDC1 土居

l 黒褐色土 （炭化物粒極少量、 やや軟らかい 粘件目＇＇＇）
2 黒褐色土（褐色砂質土粒中畳、 やや軟りかい、 粘性弱い）

11 . 

。 (1/60) 2m 

第11図溝 SD01

s 002~ 04 （第 12 図）

SD 02 は X69993 ～ 69995、 Y4860 ～ 4861 で検出した。長さ l.58m、幅 0.29m で、 深さ 14cm を測る。

長軸方位はN-5°-E となる。 S D 04 より新しい。覆土は、地山に由来する褐色砂質土ブロックを

含んだ灰褐色土を主体とする。 S D 03 は X69995 ～ 69997、 Y4860 ～ 4862 で検出した。長さ l.54m 、

幅 0.24m で、深さ 8 cmを測る。長軸方位はN 100 E となり、 S D 02 と同方向である。覆土は褐

色砂質土ブロックを含んだ黒褐色士を主体とする。 S D 04 は X69993 ～ 69994、 Y4860 ～ 4862 で検

出した。長さ l.04m、幅 017m で、深さ 7 cm を測る。長軸方位はN 53ー W となる。 S D 02 より

古い。覆土は、地山の褐色砂質士を少量含んだ黒褐色土を主体とする。いずれの溝も 出土遺物がなく、

帰属時期は不明で、ある。

lぺ

A A’ 
謬務

SD02土陪

1 灰褐色土（褐色砂丘土小 中ブロ y ク少量、精門 あり 、 粘性弱い）

2 褐色砂宜土（締りあり 粘性弱い ）
3 1疋褐色土（褐色砂置土小 中ブロ ソク少量、 締りあり 、 粘性弱い）

SD03土用

l A品褐色土 （灰褐色砂丘土＇ I ＇プロ ック生景、 約りあり 、粘性弱い）
SD04土層

1 黒褐色士（褐色粒少量、 締り あ ；）、 枯性弱い）

SD03 

自

物iiSD02 

SD02 04 

c 
c c’ 
一一 38 .60m

調
査
区
外 放委譲 。 (1/60) 2m 

第12図溝 SD02～04
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s 005 （第 13 図）

X69980 ～ 69981 、 Y4843 ～ 4845 で検出した。長さ 3.40m 以上、幅 1.03m で、深さ 73cm を測る。長

軸方位は N -27ー -W となる。断面逆台形の直線的な溝で、 E層を掘り込んで、いるが、 中位から下

は操層（町層）を掘り込む。覆土は褐色砂質土のブロックを含んだ黒褐色士を主体とする。溝に伴う

遺物がなく、時期の特定はできない。

調査区外
A’ 

SC05土問

1 灰褐色シルト質土（締りあり、粘性やゃあり）

2 黒褐色土 （灰褐色シルト質土小プロックφ量、やや軟らかい、 粘性弱い）
3 黒褐色土 （褐色砂質土小 中アロック中量、 やや軟らかい、粘性弱い）

4 黒褐色土（褐色砂質土少量、 やや軟らかい、粘性弱い）

5 黒褐色土（褐色砂質土小 中プロック中～多量、 やや軟らかい、粘性弱い）

!'_. 38.50m 
A' 

。 (1/60) 2m 

第13図溝 SD05

4 畑跡（第 14 図）

調査区の北側に東西方向と南北方向の幅の狭い溝が集中し、畑の畝脇の溝と判断した。東西方向の

溝は調査区の東の端から西の端まで最長 14m 以上と長く続くもの、長さ 6m ほどの長さのもの等が

あるが、いずれも南北方向の小溝より新しい。畝方向を変え、繰り返し畑として利用された可能性が

ある。縄文土器の混入があるが、わず、かな出土遺物からは、奈良・平安時代と考える。

}'_ 38.60m 

第14図畑跡 SD06～ 25

1
 

1
 



5 ピット（第 15 ・ 16 図）

畑跡、の部分を除いて、調査区全体でピットを 34 基検出した（s p 33 ・ 34 は欠番）。規模は、上端

径が 20～40cm、深さ 10～30cm程の小規模なものばかりで、掘立柱建物の柱列になるものはみられな

かった。出土遺物がなく縄文時代の竪穴建物よりは新しいがその他との切り合いがなく、時期は不明

である。 2 基から 5 ・ 6 基程が集中するところもあるが、それぞれのまとまりの性格については不明

である。
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l 灰褐色土（褐色砂白土小ブロソク中量、締りあり、粘性弱し、）

SPll土居

l 灰褐色土（筒色砂賀土小プロ y ク同」費、締りあ旬、 粘性弱い）

SP12土層

l 毘m色土（灰褐色砂黄土中ブロ ック中畳、締りあり、粘性弱い）
SP13土層

l 灰褐色土（褐色砂百土小ブロック少量、締りあり、粘性弱い）

2 灰褐色土（褐色砂質土中ブロックミ少量、師7 りあり、粘性弱い）
SP14土層

l 褐色土 （単褐色砂白土小中ブロヅク中豆、締りあ り 、 粘性弱い）
SP15土問

I 黒褐色土（灰褐色土小ブロック少量、 締りあり 、粘性弱し、）

SP16士層

l 里褐色土（酸化粒少畳、灰褐色土粒生畳、 締りあり、粘性弱い）
SPIJ土層

l 黒褐色土（褐色一i小ブロ y ク j.• Jii.、締りあ り 、粘性弱い）

2 暗褐色土（褐色土ノl、フロソク中孟、締 りあり 、粘性弱L寸

。 (1 /40) 2m 
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第 4節遺物

1 ～ 16 は発掘調査、 17 ～ 25 は試掘調査の出土遺物である。

1 発掘調査出土遺物（第 17 ・ 18 図、図版 06 ・ 07)

S I 01 1 は須恵器杯（A）の口縁部片である。 8 世紀後半のものである。

S I 02 2 は須恵器杯（B）、 3 は須恵器蓋である。 2 は高台部が内端部で接地する。 3 の口縁端部は

折り返されている。 2 は 8 世紀後半、 3 は 9 世紀前半のものと推測する。

S I 03 4 は縄文時代後期の深鉢である。斜縄文が施される。 5 は磨石である。 扇平な長楕円形で

長側面倒の先端寄りに敵打痕があり、中央には磨り痕がある。

S K01 6 は土師器の椀である。口縁端部付近の内面に弱い稜を持ち外反している。 7 は須恵器杯（A)

である。 8 は土師器の歪である。胴下端部外面をヘラケズリしている。 9 は須恵器の歪である。外面

に平行叩き、内面には同心円文の当て具痕がある。平行叩きは、胴上半部片で見ると右上がりの斜め

方向に叩いた後、左上がり斜め方向に叩いている。 下半部には右上がり斜方向の平行叩き痕が残る。

平行叩きの後に、ややまばらにカキメを入れている。 10 は土師器の蓋で、 10 1 が頚部付近、 10 2 が

底部付近の破片である。底部は丸底外面に平行叩きを施している。 6 · 7 は 10 世紀代の可能性があり、

その他は 9 世紀後半以降である。

ー二二 --Jl(SIOI) ＼＿＿~~~~SIG 一一 方

ミ三百「三プ6附

第17図発掘調査出土遺物〔 1 〕
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で 1670～1780 年代の

11 は古墳時代後期の土師器斐である。口縁部は、緩やかに外反している。

12 は須恵器の斐胴部破片である。外面格子叩き、内面には同心円丈の当て具痕がある。

13 は縄文土器の深鉢胴下端から底部である。外面に斜縄文が施され、底部に網代痕がある。

14 は古墳時代前期の土師器査である。内外面にミガキが施されている。

包含層（ II 層） 15 は須恵器の蓋摘み部である。 16 は瀬戸美濃（灯明受皿）

ものである。
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2. 試掘調査出土遺物（第 19 図、図版 07)

17 は口縁部から胴部にかけて斜縄文を施した縄文時代後期の深鉢である。 7 号トレンチから出土し

ており、本調査の竪穴建物 S I 03 に伴う可能性がある。

18 ～ 23 は 6 号トレンチから出土した古墳時代前期の土師器である 。 20 ・ 2 1 ・ 23 は 6 号トレンチの

竪穴建物（試） S I 01 から出土し、 18 ・ 19 も（試） S I 01 付近からの出土である。 18 ・ 19 は小型の壷

で胴部をハケ調整後ミガキを施す。 20 ・ 21 の査は外面をハケ調整主体に一部ミガキを施す。 22 は小

型の蓋で、外面ハケ調整を主体にして一部ミガキが施される。 23 の土師器室はハケ調整が施される。

24 は表土出土の碗である。 18 世紀後半～19 世紀の瀬戸美濃である。

25 は 6 号 トレンチの竪穴建物（試） S I 01 から出土した敵石である。

番 挿図番号
造構 種類 1 器種 法量（cm)

胎土 ： 焼成 色調 特 徴 残存
号 図版番号 口径 器高 ！ 底径

第17図 S I 01 須恵器 柄、A (118) やや密 不良 にぷい桂 ロクロ整形。 口i業O部以細下片) 
図版06 (111 

2 第17図 S I 02 須恵器 杯B (73) 密 良好 暗灰 ロクロ整形。内底部サデ。 体～底部細片
図版06 (1110以下）

3 第17図 S I 02 須恵器 蓋 (15.6) 密、長石 やや 明灰 ロクロ整形。 口縁部細片
図版06 不良 (1110以下）

4 第17図 S I 03 縄文土器 深~1ド (320) やや粗、石英 ・ チ 普通 褐灰 外商 2段 RL 縄文。内面積方向のミガキ。 口縁～日同部
図版06 T ト海綿骨主十 117 

5 第17図 S I 03 石器 磨石 長8.5 幅5.9 厚2.7 重さ 2!00g。砂岩。上 下端部から側面に細かな鼓打痕→側面に麿り痕。 完形
図版06

6 第17図 S KO! (107) やや密、 やや 灰黄褐 ロクロ整形。口縁部内面に煤付着。 口縁～体部
図版06 石英チャト 不良 50% 

7 第17図 S KO! 須恵器 杯A (124) 密、石英 普通 ];k ロクロ整形。外商に重ね焼き痕。 口縁部116
図版06

8 第17図 S KO! 土師器 斐 (67) やや密、石英 普通 灰褐 ロクロ整形。外面胴叩～問料へ ｜ 底部ν
図版06 ラケズリ 。

9 第18図 S KO! 須恵器 Z去盃し 密 良好 灰 タタキf去に内外面カキメ。 胴部破片
図版06 (1110以下）

10 第18図 S KOi 土師蒋 童五 やや粗、石英 良好 にぶい控 胴部上半ロクロナデ、下半タタキ。 頭部と胴下半
図版06 ～灰褐 部の細片

11 第18図 s 001 土師；器 ヲ聖 (190) やや密、長石 良好 褐灰～に 口縁部ヨコナデ、頚部外面ヘラナデ。 口縁部118
図版06 石英雲母 ぶい糧

12 第18図 s 006 須恵器 E呈 密 良好 灰 外面擬格子タタキ。 胴部細片
図版06 (1/10以下）

13 第18図 s 008 縄文土博 i菜鉢 7.3 やや粗 良好 にぷい4萱 外面胴部下端単節斜縄文と強いユピナデ、 底音；2/3
図版07 内面ユピナデ。底部網代痕。

14 第18図 s 010 土師器
"" 

(73) やや本在、 普通 にぶい黄 外商胴部下端ヘラケズ ＇J iをにミガキ、内面 底部2/5
図版07 北開E層 石英チャ卜 褐 ミガキ。外面底部ナデ。

15 第18図 南側 須恵器 素 密 普通 明灰 天井部内面ナデ。 摘み部213
図版07 E層

16 第18図 北側l 瀬戸美濃 灯明皿 (98) 24 (54) 密 良好 浅黄櫨 口縁部外面～内而全体に鉄f向。底部Im転糸 114 
図版07 E層 切り。

17 第19図 試掘 縄文土器 五菜室本 (314) や干粗、金雲母 良好 灰褐 単節 RL 斜縄文。内面ミガキ。 口縁～胴上半
図版07 7T 1110 

18 第19図 試掘 土師器 査 (99) やや密、石英 良好 にぶい赤 口縁部ヨコナデ。胴部外函ヘラナデ後にミ 口縁～胴部
図版07 GT 千昌 ガキ、内商ヘラナデ。 2/5 

19 第19図 試掘6T 土飾帯 査 やや密、 良好 明黄褐 胴部外面ヘラナデ後にミガキ、 内面ナデ。 胴部115
図版07 I 層 長右右英

21 第19図 試llii6T 土師器 宜t, 12.6 やや末吐、 良好 浅黄櫨 口縁部ヨコナデ。胴部外商ハケメ後にミカ 口縁～胴上半
図版07 S I 01 長石石英 キ、内面ヘラナデ。 114 

21 第19図 試掘6T 土師器 蛮 (65) やや粗、 良好 にぶい褐 胴部外面ハケメ後にミガキ、内面下端ハケ 胴～底部
図版07 S I 01 主i英砂時津 メ後にヘラナデ。底部外商ミガキ。 116 

2? 第19図 試掘 土問器 三ユ昆筆" 組、石英 良好 にぶい黄 胴部外面ハケメ後にヘラすデ、内面ヘラブ 胴下半～底部
図版07 6T 褐 デ。 底部外面ヘラケズリ、内商ハケメ後に 114 

ヘラナデ。

23 第19図 試掘6T 土師＂＂＇ 事E前K (168) やや粗、 良好 里褐 口縁部ヨコナデ。 頭部外面指頭痕。 胴部外 口縁部115
図版07 S I 01 長石石英 面ハケメ、内面ヘラナデ。

24 第19図 試掘 瀬戸美濃 R見 (49) 密 良好 灰白、にぶ 体部外商～内商灰粕。 体～底部118
図版07 I 層 い黄鐙（紬）

25 第19図 試llii6T 石器 敵石 残長 残~~ 厚 さ 重さ2EJ3g。安山岩。下端に前打痕。 1/4 
図版07 s !01 6.7 7.0 5.3 

第 1 表出土遺物観察表
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第N章 自然科学分析

パリノ・サーヴ、ェイ株式会社

千葉博俊・高橋敦

若竹町遺跡（富山県富山市悪王寺地内）は、神通川の支流である熊野川の右岸、神通川扇状地と常

願寺川扇状地扇端とが接する付近に立地する。本遺跡の発掘調査では、縄文時代後期の竪穴建物や奈

良・平安時代と考えられる竪穴建物、畑跡などが確認されている。

本報告では、上記した奈良・平安時代の竪穴建物（ S I 02）と切り合って検出された土坑（ SK

Ol) の年代の検討を目的として、同土坑埋積物（覆土）より採取された炭化物を対象に放射性炭素年

代測定を実施した。

第 1 節放射性炭素年代測定

1 . 試料

試料は、土坑（ SK Ol) 覆土中より採取された炭化物 2 点（下層炭化物、上層炭化物）である。

S K 01 は、平面がほぼ円形を呈し、底面に 2 段の堀込みが認められる。また、覆土中からは奈良・

平安時代の土師器や須恵器などが出土している。

炭化物試料は、土坑の底面直上と覆土中部付近にそれぞれ層厚約 lcm 程度の炭化物層として確認

されており、 前者が下層炭化物（覆土 6 層）、後者が上層炭化物（覆土 3 層）とされている。今回の

測定に供された試料は、いずれも前述の炭化物層を含む塊状を呈する不撹乱試料として採取されてお

り、いずれも層厚約 lcm 前後の炭化物層が確認された。なお、これらの炭化物層の肉眼等による観

察では、形状や組織構造が明瞭な炭化物が確認できなかったため、それぞれの炭化物層を測定に供し

ている。

2. 分析方法

試料に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超

音波洗浄等により物理的に除去する。その後日Cl による炭酸塩等酸可溶成分の除去、 NaOH による

腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、日Cl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去

を行う（酸・アルカリ・酸処理）。

試料をパイコール管に入れ、 lg の酸化銅（ II ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内

を真空にして封じきり、 500℃（30 分） 850℃（2 時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノー

ルの温度差を利用し、真空ラインにて C02 を精製する。真空ラインにてパイコール管に精製した

C02 と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるパイコール管底部のみを 650℃で 10 時間以上加熱し、

グラファイトを生成する。化学処理後のグラファイト ・ 鉄粉混合試料を内径 lmm の孔にプレスして、

タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。

測定機器は、 3MV 小型タンデム加速器をベースとした 14C AMS 専用装置（NEC Pelletron 9SDH-

2）を使用する。 AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX

II ）とパックグラウンド試料の測定も行う 。また、測定中同時に 13C/12C の測定も行う ため、この

値を用いて r3 13C を算出する 。

cc 
l
 



測定年代 』 13C
補正年代

測定機関
試科

(yrBP) （克。）
（暦年較正用） 暦年較正結果

CodeNo 
(yr BP) 

cal AD 771 cal AD 779 cal BP 1.179 1.171 O.C92 

σ cal AD 789 cal AD 832 cal BP 1.161 1.118 0.521 
SK 01 !AAA 

1.210 士 2J -24.44 土 0.58 1 .2 1 1 士 23 cal AD 8' S cal AD 868 cal EP l.114 l ,C8~ 0.3f7 
下層炭化物 141402 

cal AD 721 cal AD 740 cal BP 1.228 1.210 。〔 G9

2σ 
cal AD 767 cal AD 886 cal BF 1.12' 1.Cc4 0.931 

cal AD 782 cal AD 786 cal EF 1.168 U64 0.028 

σ cal AD 877 cal AD S14 cal BF 1.073 l.046 0.347 

SK 01 cal AD 916 cal AD ｣17 cal BF 104 92' 0.62' !AAA 
l.1 50 之 20 -27.l 7 土 0.57 1.145 土 24

上層炭化物 cal AD 777 cal AD 792 cal EP l.173 1.158 0.059 141403 

2σ cal AD 802 cal AD 846 cal EP 1.148 UC4 。i 10 

cal AD 856 cal AD 974 cal BF 1.C94 976 0.831 

第 2 表 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

R,;; 。rarbon Age vs Calibrated A~e 
1300. 

Rad;o 乙＂げb~ n Age vs. Ca ihated A~e 

1100. 

950. 

1250. 

1050. 

下 000.

cal AD 

第20図暦年較正結果 （1σ ）
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放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1,950 年を基点と

した年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.0.l (Copyright 1986-2014 M Stuiver 

and PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期

5,730 ｱ 40 年）を較正することである。暦年較正は、 CALIB 7.0.1 のマニュアルにしたがい、 l 年単

位まで表された同位体効果の補正を行った年代値および北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用

いる。

暦年較正結果は σ·2σ （ σ は統計的に真の値が 68.2% の確率で存在する範囲、 2σ は真の値が

95.4% の確率で存在する範囲）の値を示す。また、表中の相対比は、 σ·2σ の範囲をそれぞれ l と

した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。なお、較正された暦年

代は、将来的に暦年較正曲線等の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、 l 年単位で表

された値を記す。

3. 結果および考察

炭化物試料の同位体効果による補正を行った測定年代（補正年代）は、 S K 01 下層炭化物が 1,210

ｱ 20yrBP、 SKOl 上層炭化物が 1,150 ｱ 20yrBP である。これらの補正年代に基づく暦年較正結果(1σ ）

は、 S KOl 下層炭化物がcalAD 771 -calAD 868、 SKOl 上層炭化物がcalAD 782 -calAD 967 を示す（第

2 表、第 20 図）。

以上の暦年較正年代 (1σ ）を参考とすると、 S K 01 覆土に確認された炭化物層は、下層が 8 世

紀後半頃から 9 世紀後半頃、上層が 8 世紀後半頃から 10 世紀後半頃という年代観が推定され、これ

らの年代観は調査所見とも整合する。

また、今回の測定に供した炭化物は、前述したように肉眼等による観察ではその性状や由来等に関

わる情報が得られなかったため、実体顕微鏡および生物顕微鏡による観察を行った。その結果、 S K 

01 下層炭化物にはイネ科の機動細胞珪酸体や不明植物片などが、 S K 01 上層炭化物にはスギ型の分

野壁孔を持つ針葉樹の材片やイネ属の珪化組織片（短細胞列）および不明植物片などが認められ、こ

のような状況から炭化物層には複数種類の植物遺体が含まれることが明らかとなった。なお、上記し

た炭化物層の性状確認は、概査によるものであるため、さらに詳細については植物珪酸体（灰像）分

析や水洗選別を用いた微細植物片分析などによる検討が期待される。
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第V章総括

〔試掘調査〕

発掘調査に先立つ試掘調査では、 6 号トレンチで一辺 4m規模の竪穴建物（試） S I 01 を検出し、

古墳時代前期の土師器が出土した（第 5 図参照）。 7 号トレンチ東側では、縄文時代後期の土器が出土

した。このほかに、土坑・溝・ピットを検出した。

〔発掘調査〕

縄文時代 後期の竪穴建物を l 棟検出した（S I 03）。出土した粗製の深鉢は、内湾する口縁部から斜

縄文を施し、底部は網代痕となるもので、吉岡遺跡第12地区の包含層からも一定量の出土がある。熊

野川周辺の扇状地における縄文時代の集落形成は、後期後半に始まり、晩期後半になって本格化する

とされる（富山市教委2002）。竪穴建物 S I 03 の検出は、本遺跡においても後期段階から集落が形成

されたことを示し、川辺の集落という立地からは、この地域の後・晩期の集落形成の背景を考えるう

えでも貴重な事例となった。後・晩期の竪穴建物は熊野川両岸の吉岡遺跡、悪王寺遺跡、大利屋敷遺

跡等で確認されており、特に吉岡遺跡は北東方向に近接し、地理的にも時期的にも本遺跡との関連が

強い集落と考えられる。

古墳時代 わずかであるが古式土師器が出土し、試掘調査の竪穴建物（試） S I 0 1 でまとまった量の古

式土師器が得られた。若竹町遺跡の平成19年度調査（富山市教委2008）では、布留式斐を含む古式土師

器が出土し、今回の竪穴建物の検出により、本遺跡に古墳時代前期の集落が存在することが確実となっ

た。後期の溝 S DOl もあることから、熊野川流域で希薄で、あった古墳時代の遺跡としても注 目 される 。

奈良・平安時代 竪穴建物 2 棟（ S I01·02）、土坑 l 基（S KOl) 、畑跡を検出した。出土遺物は平安

時代を主体とし、竪穴建物は 9 世紀代、土坑 S KOl は10世紀代の可能性がある。平成19年度調査では、

同じく熊野川右岸で平安時代の竪穴建物 l 棟、掘立柱建物 1 棟を検出しており、本遺跡の古代集落は

川沿いに竪穴建物が点在し、少数の掘立柱建物を伴う小規模な集落であったと想定される。竪穴建物

の構造は詳らかでないが、試掘調査 6 号トレンチの南側で検出した焼土と炭が、 S I 02 に伴うとす

れば北カマドと考えられ、平成19年度調査の竪穴建物の西カマドとあわせ、 9 世紀中頃以降にカマド

方位に対する規則性が弛緩するという任海宮田遺跡で指摘された傾向に同調するものである。本遺跡

に隣接する吉岡遺跡の古代集落は、竪穴建物 4 棟、掘立柱建物 6 棟（富山市教委2002）であり、本遺跡

より掘立柱建物の比率が高い。集落の中心はさらに西側にあると想定される。溝 S DOS は古代と特

定できないが、吉岡遺跡の西方へ向かうことから、同遺跡との関わりが想定される。

畑跡は、試掘結果を加味すると、主に調査地の北へ広がると考えられ、平成19年度調査の畑跡と同

様に、川辺の竪穴建物の背後に畑跡が広がる景観が想定される。熊野川周辺の扇状地では、 8 世紀後

半に左岸の任海宮田遺跡で集落形成が本格化し、地域の開発拠点集落として10世紀前半まで継続する。

同遺跡は土師器生産、鍛冶、紡織、河川漁拐など多様な手工業生産を伴うが、紡織関連遺物の存在か

ら大規模な布や絹の生産が想定される。熊野川流域は水田耕作に不向きな地質であることから、麻や

桑などの繊維作物や陸稲などの栽培が大規模に行われた可能性が高い。熊野川右岸でも 8 世紀になっ

て上新保遺跡の集落が形成されるが、広範囲に畑跡が検出され、植物珪酸体分析により陸稲や麦類の

栽培が指摘された。 同じく 右岸の本遺跡や吉岡遺跡も 9 世紀には集落が形成され、畑跡を伴う。畑跡

は畝方向を変えながら継続し、吉岡遺跡では居住地からの転換も確認されるなど、積極的な畑地化が

窺われる。このように、本遺跡の古代集落は、 8 世紀以降に顕在化する熊野川周辺の扇状地における

新規開墾集落の一端を担うものであり、その主要な生産基盤のひとつに畑作を想定することができる 。

ーっ
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調査区全景（西から）

調査区全景（上が東）



北側調査区全景（西から）

東側調査区全景（北から）
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南側調査区全景（西から）

SI01 完掘（西から） SI02 完掘（南西から）

SI03 完掘（西から） SI03 遺物出土状況（南西から）
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調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡
市町村 遺跡番号 II II 

と，，ま It んとべ’まし

富山県富山市 36ー  137ー  20140818 （仮称）熊野コ
わかたけも上‘＂ 、せき わかたけちょう あくおうじ ミ ュニティセ
若竹H可遺跡 若竹町・悪王寺・ 16201 2010684 371 13' 109 rrf 

ンター（公民
も りた よ しお力・ 51" 15" 20140830 

館）建設森田・吉岡

所収遺跡名 種別 主な時 代 主な遺構 主な遺 物 特記事項

若竹田T遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴建物 縄文土器

古墳時代 竪穴建物 土師器

1茸

奈良 ・ 平安時代 竪穴建物 土師器、須恵器

土坑

畑跡

縄文時代は、後期の竪穴建物 l 棟を検出し、 熊野川右岸に新たに形成される後 ・ 晩期集落の一例となった。

古墳時代は、試掘調査で検出した前期の竪穴建物 l 棟に加え、 後期の溝 l 条を検出し、 古墳時代の集落の存

在が確実となった。

奈良 ・ 平安時代は、竪穴建物 2棟 ・ 土坑 l 基 ・ 畑跡を検出した。 9 世紀を主体とし、 一部は 10 世紀まで下

要 約
る集落遺跡である。 集落は熊野川右岸に竪穴建物が小規模に点在し、 背後に畑跡が広がる景観が想定された。

畑跡は畝方向を変えながら継続して営まれていた。熊野川左岸の開発拠点集落である任海宮田遺跡に対して、

本遺跡や吉岡遺跡、 上新保遺跡は熊野川右岸の新規開墾集落で、ある。 熊野川流域の新規開墾集落は、 畑作が主

要な生産基盤のひとつになっており 、 本遺跡の畑跡はそのような新規開墾集落の一端を示している。

自然科学分析では、 土坑出土炭化物の AMS 年代測定を実施し、 下層炭化物が 8世紀後半頃から 9 世紀後半頃、

上層が 8 世紀後半頃から 10 世紀後半頃という結果を得た。
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